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1

証言のスライド

嶋津 暉之

2009年9月2日

2

東京都内における

地下水大口使用65工場の

地下水揚水量の推移

（水使用合理化の

指導の成果）
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（甲第３号証39ページより）
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3

水使用合理化技術
の調査報告書

（１９７８年１０月）

4

〔相模大堰（宮ケ瀬ダムの取水堰）の差止め裁判〕

神奈川四水道の一日最大給水量の実績と予測
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市民側の予測 （節水施策なしの場合）

県の予測

その後の実績

年度

（甲第３号証39ページより）
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5

相模大堰差止め裁判（住民訴訟）

横浜地裁の判決（2001年2月28日）

「昭和62年ごろからの水需要の実績値については、増加

傾向が減少し、横ばいともいえる傾向が見て取れるば

かりか、前年度より減少した年度も見られる。このように

実績値と予測値とが一見して相当に乖離してきたので

あるから、一部事務組合としての企業団としては、法令

に従い予測値の過程を再検討すべき事が要請されたと

いうべきである。 」

（甲第３号証5ページより）

6

埼玉県・水道の
一日最大給水量の

実績と旧予測
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年度（甲第３号証40ページより）
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7

埼玉県・水道の
一人一日最大給水量の

実績と旧予測
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埼玉県の旧予測

年度（甲第３号証43ページより）

8

一人一日最大給水
量の減少要因

① 節水機器の普及

② 給水量の季節変
動

の縮小
（負荷率の上昇）

③ 漏水の減少
（有収率の上昇）
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9

埼玉県・水道の

一日最大給水量の

実績と新・旧予測
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年度（甲第３号証40ページより）

10

埼玉県による
水道の保有水源

の評価

314計

31.3 荒川・滝沢ダム（試験湛水中）

56.5 地下水

10.5 河川自流水

8.4 合角ダム

5.9 有間ダム

24.5 浦山ダム

17.6 荒川調節池

ダム
荒
川

24.8 利根中央事業

31.0 埼玉合口二期

13.2 農水合理化二次

22.3 （通年4.2）農水合理化一次

農業用水
転用水利
権〔注〕

19.3 北千葉導水路

9.6 利根川河口堰

3.6 権現堂調節池

4.3 渡良瀬遊水池

7.6 奈良俣ダム

4.5 草木ダム

19.3 下久保ダム

ダム、河
口堰等

利
根
川

（給水量ベース 万㎥／日）

埼玉県の新予測
による2015年度の
一日最大給水量

284万㎥／日

埼玉県は農業用水転用水利権の87.1万㎥／日を夏期のみの水利権としている。

（甲第３号証56ページより）
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11

将来の一日最大給水量の予測手順

給水人口＝人口×水道普及率

生活用水＝給水人口×一人あたり生活用水

有収水量＝生活用水＋都市活動用水

一日平均給水量＝有収水量÷有収率

一日最大給水量＝一日平均給水量÷負荷率

〔注１〕有収率：有収水量／一日平均給水量

（〔100％-有収率〕の大半は漏水の割合を示す。）

〔注２〕負荷率：一日平均給水量／一日最大給水量

（負荷率は日給水量の変動の大きさに関する指標で

数字が大きいほど、変動が小さいことを示す。）

（甲第３号証16ページより）

12

埼玉県・水道の
都市活動用水

の実績と
県の予測
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2006年 度は 平成18年度「埼玉 県の 水道 」の 元資 料から 推定 ）
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（甲第３号証43ページより）
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13

埼玉県・水道の
負荷率

の実績と
県の予測

88.6

84.3

75

80

85

90

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

％

実績

埼玉県の新予測

年度

一日平均給水量
負荷率＝--------------

一日最大給水量

（甲第３号証44ページより）

14

負荷率上昇の要因（大阪府の分析）

z 洗濯乾燥機の普及（従来は梅雨の晴れ間に一

度に洗濯）

z 屋内通年プールの増加、屋外プールの減少

z 空調機器の普及（夏期のシャワー回数の減少

等） など

大阪府はこの分析より 過去５年間の最小値を採用

（負荷率＝一日平均給水量／一日最大給水量）

（甲第３号証18ページより）
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15

埼玉県・水道の

一日最大給水量の

合理的な予測
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（甲第３号証45ページより）

16

水道の保有水源
の正当な評価

327計

31.3 荒川・滝沢ダム（試験湛水中）

69.5地下水

10.5 河川自流水

8.4 合角ダム

5.9 有間ダム

24.5 浦山ダム

17.6 荒川調節池

ダム
荒
川

24.8 利根中央事業

31.0 埼玉合口二期

13.2 農水合理化二次

22.3 農水合理化一次

農業用水
転用水利
権〔注〕

19.3 北千葉導水路

9.6 利根川河口堰

3.6 権現堂調節池

4.3 渡良瀬遊水池

7.6 奈良俣ダム

4.5 草木ダム

19.3 下久保ダム

ダム、河
口堰等

利
根
川

（給水量ベース 万㎥／日）

2015年度の

一日最大給水量の

合理的な予測値

273万㎥／日

（甲第３号証57ページより）
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17

埼玉県・水道の水需給に関する
原告と被告の相違点

2015年度の一日最大給水量
原告の合理的な予測値 273万㎥／日
被告の新予測値 284万㎥／日

保有水源（試験湛水中の滝沢ダムを含む） (給水量ベース）

原告の評価 327万㎥／日 農水転用 91万㎥／日
地下水 70万㎥／日
その他 166万㎥／日

被告の評価 227万㎥／日 農水転用 4万㎥／日
地下水 57万㎥／日
その他 166万㎥／日

被告は農業用水転用水利権の87万㎥／日を夏期のみの水利権
としている。

18

利水安全度１／１０についての被告の主張

利水安全度１／１０（１０年に１回の渇水年）を考え、

さらに近年の少雨傾向を考慮すると、

利根川水系ダムの開発水量は21％減少

荒川水系ダムの開発水量は28％減少

するので、

利水安全度１／１０に対応できる水源の確保が必要。

（被告の説明：従来のダム開発水量は利水安全度

１／５で計算され、少雨傾向が考慮されていない。）
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19

利水安全度１／１０についての被告の主張

埼玉県・水道の水需給 （給水量ベース）

八ッ場ダム等に参加した場合の保有水源 ３２８万㎥／日

近年の少雨傾向と利水安全度１／１０を考慮すると、

２６７万㎥／日に減少

2015年度の一日最大給水量の新予測値 ２８４万㎥／日

従来の水源評価ならば、水需給は４４万㎥／日の余裕。

近年の少雨傾向と利水安全度１/１０を考慮すると、

水需給は１７万㎥/日の不足。

（甲第３号証56ページより）

20

利水安全度
１／１０が

新たに出て
きた理由
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21

全国の各水系の新フルプラン

利水安全度１/１０への対応

利根川荒川水系 あり

豊川水系 あり

木曽川水系 あり

淀川水系 あり

筑後川水系 あり

吉野川水系 なし

新規のダム計画が存在しない（甲第17号証16～17ページより）

22

利根川水系の少雨傾向は事実か？

前橋の年降水量
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23

10年に1回の渇水年(1987年度）では
利根川水系ダムの供給可能量が21％減少
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千㎥

ダム開発水量の切下げ無し

ダム開発水量の切下げ率21％

（利根川水系ダム群の貯水量の国交省計算結果）

（1987年度）

24

利根川水系ダム群の貯水量の国交省計算結果と
実績値の比較 （1987年度）
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国交省の貯水量計算結果（切下げ無し）

ダム貯水量の実績

冬期

実績値は減少なし

国交省の計算結果 4億㎥も減少

（甲第17号証21ページより）
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25

利
根
川

国交省によるダム貯水量の計算結果が実績値
に比べて急減する理由①

利根川上流で取水された
用水の大半が利根川に還
流しているにもかかわらず、
国交省の計算では一部の
還流しか考慮せずにダム
から放流。

考慮されていない還元量

冬期で約14㎥／秒

農業用水
水道用水

工業用水

還流

還流

栗橋

（甲第17号証9～10ページより）

26

国交省によるダム貯水量の計算結果が実績値
に比べて急減する理由②

栗
橋

利根川流域図

鬼怒川

小貝川

利根川下流で流入

する大きな支川、

鬼怒川と小貝川か

らの流入量を無視

してダムから放流。

無視されている流

入量

冬期で

20㎥／秒以上

（甲第17号証10～11ページより）
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27

国交省の計算でダム貯水量が急減する理由

①利根川上流で取水された用水の還元

考慮されていない還元量 冬期で約14㎥／秒

②利根川下流の鬼怒川と小貝川からの流入を無視

無視されている流入量 冬期で20㎥／秒以上

合計で３4㎥／秒以上

１９８７年度の冬期は約３ヵ月間 ダムから放流

上記①と②による過大放流量

３4㎥／秒×８６４００秒/日×９０日＝約２．６億㎥

（甲第17号証15～16ページより）

28

利根川水系ダム群の貯水量の国交省計算結果（1987年度）
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国交省の貯水量計算結果（切下げ無し）

冬期 国交省の計算では４億㎥も減少。①と②を改めれば、
切下げ無しでも、貯水量はほぼプラスにとどまる。

2.6億㎥
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29

原告による保有水源の
評価 (利水安全度1/10）

268計

22.5荒川・滝沢ダム（試験湛水中）

69.5地下水

7.5河川自流水

6.0合角ダム

4.2有間ダム

17.7浦山ダム

12.7荒川調節池

ダム
荒
川

19.6利根中央事業

24.5埼玉合口二期

10.5農水合理化二次

17.6農水合理化一次

農業用水
転用水利
権〔注〕

15.2北千葉導水路

9.6 利根川河口堰

2.9権現堂調節池

3.4渡良瀬遊水池

6.0奈良俣ダム

3.6草木ダム

15.2下久保ダム

ダム、河
口堰等

利
根
川

（給水量ベース 万㎥／日）

2015年度の
一日最大給水量の
合理的な予測値

273万㎥／日

(被告の予測値
284万㎥／日）

仮に利水安全度１/１０

の供給可能量減少率
を使うと

（甲第3号証57ページより）

30

埼玉県の地盤沈下面積の推移
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（年間2ｃｍ以上の面積）

年

（出典：埼玉県地盤沈下調査報告書）

k㎡

（環境省が環境白書などで問題視している地盤沈下は年間２ｃｍ以上）

（甲第3号証46ページより）
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31

埼玉県・浦和観測井の月平均地下水位の動向

-25.0
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-5.0

0.0

1985年 1988年 1991年 1994年 1997年 2000年 2003年 2006年

水位　ｍ

浦和１号井

浦和２号井

（出典：埼玉県の資料）

〔注〕水位は観測井の管頭からの深さを示す。ストレ ーナーの位置　浦和１ 号井：114～138ｍ　浦和２号井：169～190ｍ

（甲第3号証47ページより）

32

埼玉県・水道の
地下水揚水量の

実績と
県の計画
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（出典：埼玉県の資料）

一日最大揚水量の実績

一日平均揚水量の実績

県の計画値

（甲第3号証46ページより）
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33

水道用地下水の許容揚水量(原告の考え）

z １９９７年以降は地盤沈下が確実に沈静化

しているので、１９９７年の実績揚水量を利用

することは可能。

z １９９７年の水道用地下水の実績揚水量

日最大 約７２万ｍ3／日

日平均 約６０万ｍ3／日

（甲第3号証26ページより）

34

水道用地下水の揚水限度量(被告の考え）

1999年に庁内組織により検討して、水道用地下
水の揚水限度量を求めた。

水道用地下水の揚水限度量

日平均 約５８万㎥／日

（2007年約５２万㎥／日）

地盤沈下は停止していないので、

一日最大時においても揚水限度量約５８万㎥
の範囲にする。

（乙第115号証16ページより）
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35

水道用地下水の許容揚水量についての
原告と被告の主張の比較

日平均の目標値

原告 許容揚水量 約６０万㎥／日

(1997年実績）

被告 揚水限度量 約５８万㎥／日

（1999年の検討結果）

日最大の目標値

原告 許容揚水量 約７２万㎥／日

(1997年実績）

被告 揚水限度量 約５８万㎥／日

(上記の日平均の揚水限度量を使用）

36

地下水涵養の機構

地下水の涵養源は雨水の浸透水

→ 雨量が少なければ、地下水位が下がる。
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37

埼玉県の月別地下水揚水量と地盤沈下面積
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400,000
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10
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50

沈下面積
ｋ㎡

地下水揚水量の合計

水道用揚水量

農業用揚水量(30ｍより浅い井戸を除く）

地盤沈下面積（年間２ｃｍ以上）

（出典：埼玉県の資料）

関東農政局による1996年度の農業用井戸の全数調査によれば、埼玉県の農業用地下水
揚水量のうち、30ｍ以深の井戸の揚水量の割合は約43％。

（甲第3号証48ページより）

38

埼玉県の毎月の農業用地下水と降雨量との関係
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39

降雨量が少ない年に地盤沈下が若干増加する原因

① 地下水の涵養源は雨水浸透水であるから、
雨量が少なければ地下水位が低下

② 雨量が減ると、井戸と雨水に依存した農地
では地下水揚水量が増加

少雨年における地盤沈下の若干の増加は回避できない。

40

水道用地下水の許容揚水量

日平均の目標値

原告 許容揚水量 約６０万㎥／日

(1997年実績）

被告 揚水限度量 約５８万㎥／日

（1999年の検討結果）

日最大の目標値

原告 許容揚水量 約７２万㎥／日

被告 揚水限度量

× 約５８万㎥／日 (上記の日平均の揚水限度量を使用）

○ ５８万㎥／日×1．２（最大／平均）＝約７０万㎥／日
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地下水は
最も良質な
水道水源
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地下水100％

多摩川上流

荒川中流

東京都内の水道水の水源別トリハロメタン濃度（2001年度）

（トリハロメタン：水道水中で発がん性の疑いのある物質）（出典：東京都と昭島市の資料）

（甲第3号証49ページより）

42

埼玉県水道の農業用水転用水利権

〔注〕被告は22.3,万㎥／日のうち、4..2万㎥／日を通年の水利権としている。

---91.3 計

2002年24.8 利根中央事業

1995年31.0 埼玉合口二期

1987年13.2 農水合理化二次

1972年22.3 農水合理化一次〔注〕

完成年
埼玉県水道の水利権

（給水量ベース 万㎥／日）
農業用水合理化事業

（甲第3号証57ページ、甲第14号証（Ⅰ）68ページより）
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農業用水転用水利権についての被告の主張

乙106号証ｐ18

「このうち毎秒10．413㎥は暫定的なもので、非かんが

い期(１０～３月)の水源を別のダムにより手当(確

保)しないと安定した水利権とはならない。」

「このため、非かんがい期の水源を八ツ場ダム(毎秒

9.250㎥)、思川開発(毎秒1.163㎥)により手当がされ

ているが、ダムの完成が遅れているため一年を通

して安定した水源とならない。」

44

かんがい期 非かんがい期

（夏期） （冬期）

４～９月 １０～３月

八ッ場ダム への参加で
冬期の水利権を 確保

現在は暫定水利権で対応

被告が主張する農業用水転用水利権と
八ッ場ダムの関係

農業用水転用水利権

（農業用水転用水利権９１．３万㎥／日（給水量ベース）のう

ち、４．２万㎥／日は通年の水利権）
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利根川の取水制限
（過去40年間で冬期の取水制限は1996、1997年の2回のみ）
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46

埼玉県・水道の
保有水源と

給水量の推移
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〔 注〕 地 下水 の保 有水 源 量は 8 .3 ｍ3 ／秒 と評 価。

有 間ダ
ム

農 水 二
次

渡 良瀬 遊水 池

奈良 俣ダ
ム

権 現 堂調 節
池

埼 玉 合口 二期

北 千 葉導
水

浦 山ダ ム

荒川 調節
池

利 根中 央用 水
合 角ダ ム

年度

滝 沢ダ ム
（ 予定 ）

（甲第3号証50ページより）
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東京都水道の保有水源と一日最大給水量の推移
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（給水量の実績：東京都水道局「事業年報」）

荒川調 節
池利根中央事業

北千葉導水路
浦山ダム

霞ヶ 浦開発
埼玉合口二期

奈良俣タム
渡良瀬遊水池

草木ダ ム

利根川河口堰

下久保ダ ム

矢木沢ダ ム

保有水源
一日最大給水量

約２００万ｍ3／日の水源の余裕

（甲第3号証52ページより）

48

利根川の冬期（非かんがい期）の水利権量は

夏期（かんがい期）の3割弱

利根川本川と江戸川の水利権

262
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かんがい期 非かんがい期
（甲第3号証28ページより）
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利根川・栗橋地点の毎日の流量
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利根川水系８ダム（栗橋より上流）

渡良瀬貯水池
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国土交通省は毎年、
非かんがい期に

利根川水系ダムの一つ、
谷中湖（渡良瀬貯水池）

の干し上げを実施。

渡良瀬貯水池の冬期の
利水容量は利根川水系
８ダムの合計利水容量
の6％

52

渡良瀬貯水池の放流量と栗橋の流量
（2008年１～３月）
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（出典：国土交通省の資料）

（甲第3号証51ージより）
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利根川水系８ダムの貯水量

2008年

億㎥

54

埼玉の農業用水合理化事業
(竹田麻里「水資源の用途間配分の費用負担（Ⅰ）」68㌻より）

（甲第13号証（Ⅰ）58ページより）
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農業用水合理化事業とダム事業の負担額

131 1.09 --1.09 143茨城県水道

78 9.92 9.25 0.67 773埼玉県水道

1㎥／秒あ
たりの負担
額 （億円）

通年＋非か
んがい期水
利権(㎥/秒）

非かんがい
期水利権
(㎥/秒）

通年水利権
（㎥/秒）

事業費負担
額（億円）

○ 八ッ場ダム建設事業の利水者の負担額

125 2.962369 利根中央事業

89 3.704329 埼玉合口二期事業

1㎥／秒あた
りの負担額

（億円）

転用水量
（㎥/秒）

事業費負担
額（億円）

○ 農業用水合理化事業の埼玉県水道の負担額

（甲第3号証58ージより）

56

(竹田麻里「水資源の用途間配分の費用負担（Ⅱ）」106～107㌻より）

利根中央事業

「 この時期に県企業局水源対策室から農業
側へ出された文書（1990年７月）から、都市

側の本事業に対する姿勢がうかがえる。要
望は以下の７つである。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ウ） 冬季及び平滑化のためのダム参加は、
必要ないよう措置すること

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 」
（甲第13号証（Ⅱ）106～107ページより）
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農業用水転用水利権に対する取水制限条項

58

利根川・栗橋地点の毎日の流量
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渇水時の調整

河川法第５３条

｢異常な渇水により、許可に係る水利使用が困難となり、又は

困難となるおそれがある場合においては、水利使用の許可

を受けた者は、相互にその水利使用の調整について必要な

協議を行うように努めなければならない。｣

同条第２項

「前項の協議を行うに当たっては、水利使用者は、相互に他

の水利使用を尊重しなければならない。」

渇水時にはダム開発の許可水利権も農業用水転用水利権も許可

を受けた者が渇水対策連絡協議会において相互の水利使用を尊

重しながら、調整をはかる。

60

朝日新聞

2009年8月8日

（甲第16号証より）
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61

朝日新聞 ２００９年８月８日

（甲第16号証より）

62

(河川法９０条 許可等の条件）

２ （河川管理者が許可に付す）前項の条件は、適正な河川

の管理を確保するため必要な最小限度のものに限り、かつ、

許可又は承認を受けた者に対し、不当な義務を課することと

なるものであつてはならない。

農業用水転用水利権は冬期の取水も可能な水利権

利根川では冬期には水利用の面で余裕があり、現行のまま

で農業用水転用水利権の冬期の取水が現実に可能であるに

もかかわらず、八ツ場ダムへの参加を強制することがあれば、

まさしく不当な義務を課していることになり、違法なものとなる。


